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特
別
展
＆
国
宝
室

2
0
1
5
年
度
の
予
定
を
大
発
表
！！



2

本尊が蛙？ 
思い切りのいい、
放逸な線が魅力

1
．展
覧
会
前
期（
4
月
28
日
〜
5
月
17
日
）は
こ
の
場
面
！

「
鳥
獣
戯
画
」甲
乙
丙
丁
の
4
巻
は
、
会
期
中
の
場
面
替
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
前
半
部
分
が
前
期
、

後
半
部
分
が
後
期
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
前
期
展
示
場
面
の
中
か
ら「
コ
コ
だ
け
は
見
逃

せ
な
い
」と
い
う
名
場
面
を
、
展
覧
会
担
当
の
土
屋
貴
裕
研
究
員
が
お
す
す
め
し
ま
す
。

◉鳥獣人物戯画　甲巻　平安時代・12世紀　京都・高山寺蔵

◉鳥獣人物戯画　乙巻　平安時代・12世紀　京都・高山寺蔵

◉鳥獣人物戯画　丙巻　鎌倉時代・13世紀　京都・高山寺蔵

◉鳥獣人物戯画　丁巻　鎌倉時代・13世紀　京都・高山寺蔵 甲巻 部分 ※この場面は、後期（ 5月19日〈火〉
～ 6月7日〈日〉）に展示されます

鳥獣戯画といえばやはり、この動物たち

身近な動物から
見たこともない
霊獣まで生き生きと

大真面目に、真剣に
取り組むがゆえのおかしさ

獣人物戯画」
会前期に展示
品をご紹介！

丁
巻

丙
巻

乙
巻

甲
巻

会！！

　ココをチェック！
兎と猿が水遊び。鼻をつまみダイ
ブする兎がなんとも愛らしいです
ね。4 巻ある鳥獣戯画の中でも
最も有名な甲巻。真剣な面持ち
で遊戯や儀礼を行う動物たちは
人間さながら。

　ココをチェック！
甲巻と比べると、まるで動物図
鑑のような乙巻。写実的な表現
でありながら、乳を飲む子牛の
姿など、親子連れの動物たちに
ついつい頬も緩みます。

　ココをチェック！
前半は人々が様々な勝負事をしている丙
巻。当事者たちは真剣そのもの。だからこ
そ画中のギャラリーも私たちも、ついつい
おかしみを感じてしまうのでしょう。

　ココをチェック！
法会の様子を描いた場面ですが、本
尊はよく見ると蛙のよう。甲巻に描か
れている法会をもとにしていると思わ
れます（図右参照）。悪戯描きのよう
にも見えて、迷いのない筆さばき。こ
の絵師、ただ者ではありません。
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2
．明
恵
上
人
ゆ
か
り
の
作
品
に
も
注
目
！

鳥
獣
戯
画
の
伝
わ
っ
た
高こ

う

山さ
ん

寺じ

は
鎌
倉
時
代
に
明
恵
上
人
が
再
興
し
、
多
く
の
美
術
が
生
み
出
さ
れ

ま
し
た
。「
生
涯
、
自
身
の
見
た
夢
を
記
録
し
て
い
た
」「
求ぐ

道ど
う

の
た
め
に
右
耳
を
切
っ
た
」「
イ
ン
ド
へ

の
渡
航
を
試
み
た
」な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も
知
ら
れ
る
明
恵
上
人
ゆ
か
り
の
作
品
も
本

展
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

一
緒
に
見
た
い
本
館
の
特
集

特
集「
鳥
獣
戯
画
と
高
山
寺
の
近
代

 

－

明
治
時
代
の
宝
物
調
査
と
文
化
財
の
記
録

－」

 

本
館
特
別
１
室

 

4
月
28
日（
火
）│ 

6
月
7
日（
日
）

魅
力
的
な

動
物
彫
刻
は
そ
の
ほ
か
に
も
！

高
山
寺
に
は
子
犬
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
動

物
彫
刻
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
春
日
明
神
の

使
い
で
あ
る
神
鹿
を
表
わ
し
た
こ
の
作
品

も
、
今
に
も
鳴
き
出
し
そ
う
な
生
き
生
き
と

し
た
表
現
で
す
。
こ
の
神
鹿
の
他
、
馬
や
獅

子
・
狛
犬
な
ど
の
動
物
彫
刻
は
、
後
世
、
高

山
寺
で
行
な
わ
れ
た「
栂と
が
の
お尾
開か
い

帳ち
ょ
う

」と
い
う
、

春
日
明
神
と
住
吉
明
神
を
礼
拝
す
る
儀
礼

で
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
集
で
は
、
明
治
時
代
に
模
写
さ
れ
た「
鳥
獣

戯
画
」全
4
巻
の
模
本
と
と
も
に
、
明
治
期
の
高
山

寺
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
古
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
会
期
中
、
場
面
替
な
く
鳥
獣
戯
画
甲
巻（
模
本
）

の
全
巻
全
場
面
を
一
挙
公
開
し
ま
す
。
特
別
展
会
場

で
は
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
動
物
た
ち

に
会
い
に
、
あ
わ
せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

◉明恵上人像（樹上坐禅像）　
鎌倉時代・13世紀　京都・高山寺蔵
この展覧会に出陳される高山寺、そし
て明恵上人ゆかりの美術の中でも一押
しの作品。リスに見つめられた明恵上
人が山中で坐禅する画像です。その愛
らしいリスの姿に注目ですが、この画像
はリスを描く「十六羅漢像」をベースに
しているようです。本展でも展示されま
すので、これらと比べながら鑑賞してみ
て下さい。
＊前期（4月28日～ 5月17日）のみ展示

◎子犬　
鎌倉時代・13世紀　京都・高山寺蔵
明恵上人が愛玩したと伝わる子犬の彫
刻。つぶらな瞳とともに、見る角度によっ
て違って見えるその表情にも注目。明恵
上人ならずとも、両手でそっと抱えたく
なるような愛らしさです。
＊通期展示

◎神鹿　
鎌倉時代・13世紀
京都・高山寺蔵
＊通期展示

関連イベント
リレートーク
①5月1日（金）
　14：00～14：15 
　「鳥獣人物戯画  甲巻」    
 土屋貴裕（東京国立博物館研究員）
　14：15～14：45 
　「信仰に捧げた若き日の熱誠    
 ―国宝 仏眼仏母像と明恵上人―」   
 大原嘉豊（京都国立博物館主任研究員）
②5月8日（金）
　14：00～14：15 
　「鳥獣人物戯画  乙巻」 土屋貴裕
　14：15～14：45 
　「故郷に残る明恵のおもかげ ―仏画と仏像―」  
 大河内智之（和歌山県立博物館主査学芸員）
③5月15日（金）
　14：00～14：15 
　「鳥獣人物戯画  丙巻」 土屋貴裕
　14：15～14：45 
　「華厳海会善知識曼荼羅―明恵上人と華厳教学―」
 谷口耕生（奈良国立博物館保存修理指導室長）
④5月22日（金）
　14：00～14：15 
　「鳥獣人物戯画  丁巻」 土屋貴裕
　14：15～14：45 
　「仏師湛慶と動物彫刻」 淺湫毅（教育講座室長）
会場：平成館大講堂  定員：380名（当日受付、先着順）
聴講無料（ただし本展覧会の観覧券が必要。半券でも可）

＊会期中一部展示作品、および展示場面の変更を行います。「鳥獣人物
戯画」は、全4巻の各前半部分が前期（4月28日〈火〉～5月17日〈日〉）、
後半部分が後期（5月19日〈火〉～ 6月7日〈日〉）に展示されます。

| 開催概要 | 主催：東京国立博物館、高山寺、朝日新聞社／
特別協賛：髙島屋／協賛：カネカ、三井物産、凸版印刷／協力：
集英社、ビックカメラ、あいおいニッセイ同和損害保険／観覧
料金：一般1,600円（ 1,400円 / 1,300円）、大学生1,200円
（ 1,000円 / 900円）、高校生900円（ 700円 / 600円）／
＊（  ）内は前売料金 / 20名以上の団体料金。中学生以下無料  
＊障がい者とその介護者1名は無料  ＊前売券は2015年2月
1日（日）～ 4月27日（月）、当館正門チケット売場（窓口、開館
日のみ）、展覧会公式ホームページ、主要プレイガイドにて販
売／お問合せ：ハローダイヤル 03-5777-8600／展覧会公式
ホームページ：http：//chojugiga2015.jp/

※◉は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。特に表記のないものは東京国立博物館所蔵です。

◎高山寺仁王門（壬申検査関係写真のうち）
明治5年（1872）　横山松三郎撮影
明治14年（1881）に焼失した高山寺仁王門。
鎌倉時代の仏師・湛慶作と伝える仁王像の
姿も見えます

いよいよ始まる「鳥獣戯画」展！ 日本でもっとも有名な絵巻、国宝「鳥
が修理後初めて、東京で公開されます。今号では、「鳥獣戯画」展覧
される名場面と、本展もうひとつの見どころ「明

みょう

恵
え

上人」ゆかりの作

平成館 特別展示室 
4月28日（火）─ 6月7日（日）

いよいよ開幕！この春必見の展覧



仏教美術はこうして始まった！
仏教誕生の地・インドの名品を通じて、仏教美術の歴史をたど

れるのがこの展覧会の魅力のひとつです。今回は、展覧会の

構成にそって、仏教美術の流れをダイジェストでご紹介します。

特別展
コルカタ・インド博物館所蔵

仏教美術の源流

表慶館 ┃3月17日（火）─ 5月17日（日）

4

最初は仏像が
つくられなかった！？

1
最初期の仏教美術は釈迦の墓であるストゥーパ（仏塔）の装飾から始

まりました。しかし、偉大な存在である釈迦を人間の姿で表わすこと

は避けられていました。そこで釈迦の存在は足跡や聖樹（菩
ぼ

提
だい

樹
じゅ

など）、

教えの象徴である法
ほう

輪
りん

などによって、暗示的に表わされていました。

救いの方法に応じて、仏教では様々な仏が信仰されるようになりました。
私たちにも親しみ深い観音さまや阿弥陀さまなどがそれです。特に密教に
おいては仏の偉大な力と自由自在な救いを示すため、多くの頭や腕を持っ
た仏も造形されました。たくさんの仏さまが皆さんをお待ちしています。

菩
ぼ

提
だい

樹
じゅ

（カナカムニ仏）の礼
らい

拝
はい

バールフット出土　
シュンガ朝・前2世紀頃
ストゥーパを囲う石製の垣根（欄

らん

楯
じゅん

）に表わされた彫刻です。釈迦
の登場以前、この世に現れたと
いうカナカムニ仏（拘

く

那
な

含
ごん

牟
む

尼
に

仏
ぶつ

）の姿が菩提樹で象徴されてい
ます。力強い造形が見どころ！

大
だい

乗
じょう

荘
しょう

厳
ごん

宝
ほう

王
おう

経
きょう

観音の降
こう

臨
りん

（部分）
バレンドラ・ブーミ派　14世紀頃
罪人たちを 茹でしていた大きな
の上に観音菩薩が立っていま

す。観音さまが来ると、涼しくなっ
て が割れ、蓮の花が咲いたとい
う場面を描いたお経の挿絵です

仏
ぶつ

坐
ざ

像
ぞう

ロリアン・タンガイ出土　
クシャーン朝・2世紀頃
ガンダーラで制作された仏像の名品。深い瞑想のなかで微笑みをたたえた顔立
ち、優雅な衣

え

文
もん

表現が醸し出す高貴な精神性は、古典的な美しさを示しています

| 開催概要 | 主催：東京国立博物館、インド政府文化省、コルカタ・インド博物館、インド大使館、日本経済新聞社、BSジャパン／協賛：双日、野崎印刷紙業、みずほ銀行、三井物産／協力：エア インディア／
観覧料金：一般1,400円（1,100円）、大学生1,000円（700円）、高校生800円（500円）　＊（  ）内は20名以上の団体料金。中学生以下無料  ＊障がい者とその介護者1名は無料／お問合せ：ハローダイ
ヤル　03-5777-8600／展覧会関連サイト：http://www.nikkei-events.jp/art/india/

Photographs © Indian Museum, Kolkata

釈迦の入滅から500 年ほど過ぎた紀元１世紀頃、イラン系のク

シャーン族が治めていた現在のマトゥラーとガンダーラにおいて

仏像が誕生します。はちきれるような健康的肉体美を見せるマトゥ

ラー彫刻と、瞑想的で 優雅な美しさを持ったガ

ンダーラ仏。その 対比も見どころです。

ついに仏像が誕生！

多様化する仏の世界

2

3



春の恒例企画を今年も開催します。
本館展示室で桜にちなんだ名品をご覧いただくとともに、
スタンプラリーやギャラリートークなどイベントも盛りだくさん！
10種類以上の桜が次 と々開花する庭園も見逃せません。
博物館ならではのお花見を、ぜひトーハクでお楽しみください。

トーハクで桜を満喫しませんか？

5

本館［日本ギャラリー］桜めぐり
本館では「博物館でお花見を」開催にあわせて、花見や桜を題材にした作品を多数展示します。また、会期中に

はさくらスタンプラリーを実施。展示室をめぐりながら5つのポイントでスタンプを押してください。5つ揃った

らオリジナル缶バッジをプレゼント！ ＊バッジ引換え場所  本館玄関（10：00～閉館時間）

時代を超えて愛される桜の魅力をご堪能ください。

  本館7室
 吉
よし

野
の

山
やま

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（部分）
渡辺始興筆  
江戸時代・18世紀
個人蔵
展示期間：～ 4月19日（日）

ここに紹介している作品以外にも、桜を
モチーフにした作品を多数展示します。
展示室で  マークを探してください。

本館 9室
 振
ふり

袖
そで

 紅
べに

縮
ちり

緬
めん

地
じ

桜
さくら

流
りゅう

水
すい

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀
高木キヨウ氏寄贈
展示期間：～5月17日（日）

3月17日（火）

―

4月12日（日）

 桜イベント ＊すべて参加無料(ただし、当日の入館料が必要)、事前申込み不要です。
◆東博句会「花見で一句」
庭園や作品の桜を愛でながら一句詠んでみませんか？ 
ご応募は構内の投句ポストまで。入選作品は本誌8・9月
号、当館ウェブサイトにて発表、記念品を贈呈します。

◆桜ワークショップ「春らんまん　桜ぬりえ」
桜をモチーフにした作品のぬり絵です。
日時：3月28日（土）・29日（日）、4月4日（土）・5日（日）
各日11：00～16：00  ※ただし、ぬり絵シートがなくなり次第終了。
会場：本館2階ラウンジ

◆桜ギャラリートーク  各日 14：00～14：30

「着物に描かれた桜」
日時：3月25日（水）　
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：小山弓弦葉（教育普及室長）  

「国宝　花下遊楽図屛風について」
日時：3月31日（火）　
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：田沢裕賀（絵画・彫刻室長）  

「桜からつくられた仏像」
日時：4月1日（水）　
会場：本館11室
講師：淺湫毅（教育講座室長）  

「今日はお釈迦様の誕生日　摩耶夫人像のお話」
日時：4月8日（水）　
会場：法隆寺宝物館第2室
講師：三田覚之（工芸室研究員）

◆ボランティアによるガイドツアー
桜にちなんだ作品や構内の見ごろの桜など、テーマに合
わせて「トーハクの桜」をボランティアがご案内します。
＊日時・テーマは本誌16ページ（4月分）、当館ウェブサイトで。

◆トーハクに満開の桜、鑑賞ガイド
桜作品の見どころをダイジェストでご紹介します。
日時：４月３日（金） 淺湫毅（教育講座室長）
　　  ４月10日（金） 神辺知加（教育講座室主任研究員）
各日11：00～11：30  
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

◆桜セミナー「富士とサクラの絵画」
「富士とサクラ」は日本のアイコンとも呼ぶべきモチーフ。
富士とサクラが描かれた近世絵画を通して、これらが日本
人に愛された理由を考えます。
日時：4月4日（土）13：30～15：00
講師：山下善也（絵画・彫刻室主任研究員）
場所：平成館大講堂  定員：380名（先着順）

◆桜の街の音楽会
「東京・春・音楽祭」参加アーティストによる無料のミニコ
ンサートです（各回20分程度）。

加藤えりな 無伴奏ヴァイオリン・コンサート
3月24日（火）13:00～
法隆寺宝物館エントランスホール

佐藤恵梨奈（ヴァイオリン）＆林はるか（チェロ）  
デュオ・コンサート
4月2日（木）13:00～
法隆寺宝物館エントランスホール

Vive! サクソフォーン・クヮルテット
4月5日（日）11:00～
正門内池前  ※雨天の場合は本館エントランス

主催・お問合せ：東京・春・音楽祭実行委員会
電話：03-5205-6497
ウェブサイト：http://www.tokyo-harusai.com/

春の庭園開放 
3月17日（火）～4月19日（日）

今だけ！ 期間限定で庭園を公開します。
10：00～16：00、3月27日（金）、4月3日（金）
は桜のライトアップを実施。（～19：30）
※荒天により中止になる場合があります。

東京国立博物館
公式キャラクター

トーハクくん ユリノキちゃん



◉平
へい

治
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

　六
ろく

波
は

羅
ら

行
ぎょう

幸
こうの

巻
まき

鎌倉時代・13世紀
松平直亮氏寄贈

4/14㊋
 ～ 5/10㊐

◉花
か

下
か

遊
ゆう

楽
らく

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野長信筆
江戸時代・17世紀

～ 4/12㊐

◉和
わ

歌
か

体
たい

十
じっ

種
しゅ

・
　和

わ

歌
か

体
たい

十
じっ

種
しゅ

断
だん

簡
かん

平安時代・11世紀
＊写真は「和歌体十種」

5/12㊋
 ～ 6/7㊐

◉源
みなもとの

頼
より

朝
とも

書
しょ

状
じょう

（宝
ほう

簡
かん

集
しゅう

 巻
まき

第
だい

二
に

のうち）
平安～南北朝時代・
12～14世紀
和歌山・金剛峯寺蔵 

8/4㊋
 ～ 9/6㊐

◉秋
あき

萩
はぎ

帖
じょう

伝小野道風筆
平安時代・
11～12世紀

9/8㊋
 ～10/4㊐

◉随
ずい

身
じん

庭
てい

騎
き

絵
え

巻
まき

 
鎌倉時代・13世紀
東京・大倉集古館蔵

7/7㊋
 ～ 8/2㊐

◉秋
しゅう

冬
とう

山
さん

水
すい

図
ず

雪舟等楊筆
室町時代・
15世紀末～16世紀初

12/15㊋
 ～12/23㊌・㊗

◉千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

像
ぞう

平安時代・12世紀

11/5㊍
 ～11/29㊐

◉観
かん

楓
ぷう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野秀頼筆
室町～安土桃山時代・
16世紀

12/1㊋
 ～12/13㊐

◉松
しょう

林
りん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

長谷川等伯筆
安土桃山時代・16世紀

2016年
1/2㊏
 ～1/17㊐

◉山
せん

水
ずい

屛
びょう

風
ぶ

鎌倉時代・13世紀
京都・神護寺蔵

10/6㊋
 ～11/3㊋・㊗

◉古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

序
じょ

（巻
かん

子
す

本
ぼん

）
藤原定実筆
平安時代・12世紀
東京・大倉集古館蔵

6/9㊋
 ～7/5㊐

◉善
ぜん

無
む

畏
い

像
ぞう

・慧
え

文
もん

大
だい

師
し

像
ぞう

平安時代・11世紀
兵庫・一乗寺蔵
＊写真は「善無畏像」

2016年
1/19㊋
 ～ 2/14㊐

◉白
はく

氏
し

詩
し

巻
かん

藤原行成筆
平安時代・
寛仁 2年（1018）

2016年
2/16㊋
 ～ 3/13㊐

本館2室も
見逃せない
ほー

◉鷹
たか

見
み

泉
せん

石
せき

像
ぞう

渡辺崋山筆
江戸時代・
天保 8年（1837）

2016年
3/15㊋
 ～ 4/10㊐

6

特別展の予定2015年度

国宝室の予定2015年度本館2室

平成館 表慶館

表慶館

特別展「コルカタ・インド博物館所蔵
インドの仏  仏教美術の源流」
3月17日㊋～5月17日㊐平成館

7月11日㊏～9月23日㊌・㊗

　世界の古代史のなかでも、とりわけて高い人気を誇るのが古代エジプト。約5000年前から
3000年も続いた華やかな王朝の歴史は、クレオパトラの死によって終焉を迎えます。
　本展の主人公は、クレオパトラに代表される王妃や女王。王妃はファラオを支え、その運命をと
もにするだけではなく、ときに女王として君臨するものもあらわれるなど、美しさとともに力強
さも備えた女性たちでした。
　世界約12ヵ国の名だたる美術館や博物館から、彼女たちゆかりの彫像やレリーフ、そして装身
具などを一堂に集め、その魅力をたっぷりとご紹介します。ぜひ足をお運びください。
 （品川欣也）

「クレオパトラとエジプトの王妃展」

クレオパトラ
プトレマイオス朝時代（前1世紀前半）
トリノ・エジプト博物館蔵
© Archivio Soprintendenza per i Beni Archeologici del Piemonte e 
del Museo Antichità Egizie

アメンヘテプ3世の王妃ティイのレリーフ
新王国・第18王朝時代
アメンヘテプ3世治世（前1388～前1350年頃）
ブリュッセル・ベルギー王立美術歴史博物館蔵
©Royal Museums of Art and History, Brussels

平成館

特別展

「鳥獣戯画―京都 高山寺の至宝―」
4月28日㊋～6月7日㊐

＊詳細は本誌2-3ページ参照

特別展

「始皇帝と大兵馬俑」
10月27日㊋～
2016年2月21日㊐
平成館

＊詳細は本誌4ページ参照

◉華厳宗祖師絵伝  元暁絵  巻第二（部分）
鎌倉時代・13世紀  京都・高山寺蔵

秦始皇帝陵博物院展示風景

仏足石　
ボードガヤー出土　パーラ朝・11 世紀頃
コルカタ・インド博物館蔵

© Indian Museum, Kolkata
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　 5
月
18
日
の
国
際
博
物
館
の
日
に
ち
な
み
、

国
立
科
学
博
物
館
・
恩
賜
上
野
動
物
園
と
連
携

し
た
ツ
ア
ー「
上
野
の
山
で
ゾ
ウ
め
ぐ
り
」（
本

誌
12
ペ
ー
ジ
参
照
）を
開
催
し
ま
す
。
当
館
で

は
そ
の
ツ
ア
ー
に
関
連
し
、
象
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
美
術
作
品
を
通
じ
て
、
人
と
象
の
関
わ
り

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　イ
ン
ド
の
細
密
画
に
描
か
れ
た
象
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
や
き
も
の
の
象
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
象

模
様
の
布
、
日
本
の
水
滴
の
象
な
ど
、
ア
ジ
ア

各
地
に
は
個
性
豊
か
な
象
が
あ
り
ま
す
。
象
は

仏
教
と
も
関
係
が
あ
り
、
普
賢
菩
薩
を
乗
せ
る

白
い
象
が
描
か
れ
た
仏
画
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。 （
神
辺
知
加
）

　吹
き
ガ
ラ
ス
の
技
法
で
作
ら
れ
た
カ
ッ
ト
グ

ラ
ス
で
、
正
倉
院
に
同
一
規
格
の
製
品
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

　吹
き
ガ
ラ
ス
技
法
は
紀
元
前
に
ロ
ー
マ
で
発

明
さ
れ
て
東
方
に
伝
え
ら
れ
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル

シ
ア
で
生
産
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
3
世
紀

頃
は
薄
手
の
ロ
ー
マ
ン
グ
ラ
ス
で
、
6
世
紀
頃

に
は
厚
手
の
さ
ま
ざ
ま
な
切
子
技
法
を
駆
使
し

た
独
特
な
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
が
成
立
し
、
特
産
品

と
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
広
く
分
布
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
も
多
く
の
人
々
の
手
を

経
て
日
本
列
島
へ
と
も
た
ら
さ
れ
、
貴
重
な
珍

し
い
品
と
し
て
大
王
の
葬
送
儀
礼
に
使
わ
れ
た

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
古
谷
毅
）

　右
隻
に
桜
の
大
樹
の
下
で
の
女
性
達
の
酒

宴
、
左
隻
に
女
芸
人
た
ち
の
踊
り
を
寺
の
縁
側

か
ら
眺
め
る
一
行
を
描
き
、
傍
ら
に
海か
い

棠ど
う

の
木

を
配
し
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
を
描
い
た
狩
野
長

信（
1
5
7
7
〜
1
6
5
4
）は
狩
野
永
徳
の

弟
で
、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
駿す
ん

府ぷ

に
召
し
出
さ

れ
、
江
戸
に
下
っ
た
画
家
で
す
。
春
の
野
辺
で

踊
る
女
性
は
出い
ず
雲も
の

阿お

国く
に
の
歌
舞
伎
踊
り
を
ま
ね

て
い
ま
す
。
両
隻
を
ま
と
め
る
幔ま
ん

幕ま
く

は
、
も
と

は
銀
色
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
女
性
の
衣
装
の

茶
色
に
見
え
る
部
分
も
銀
が
変
色
し
た
も
の
で

す
。
白
い
紙
に
銀
色
が
輝
く
江
戸
時
代
初
期
の

明
る
い
光
に
満
ち
た
絵
だ
っ
た
の
で
す
。

 

（
田
沢
裕
賀
）

　本ほ
ん

阿あ

弥み

光こ
う

悦え
つ
は
独
自
の
書
風
を
開
い
た
書
家

と
し
て
有
名
で
す
が
、
陶
芸
や
漆
器
の
分
野
に

も
型
破
り
な
作
品
を
遺
し
て
い
ま
す
。
普
通
は

四
角
く
て
平
た
い
箱
で
あ
る
硯
箱
も
、
光
悦
の

手
に
か
か
る
と
、
中
央
を
高
く
盛
り
上
げ
た
、

山
形
の
入
れ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
光
悦
は
洛

北
鷹
ヶ
峰
の
地
に
、本
阿
弥
一
門
や
朋
友
の
他
、

唐
紙
師
・
筆
師
・
蒔
絵
師
な
ど
の
職
人
を
住
ま

わ
せ
、
彼
ら
と
密
に
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
、
自

ら
の
意
図
を
作
品
に
実
現
し
た
よ
う
で
す
。
通

常
の
制
作
方
法
か
ら
は
自
由
な
立
場
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
大
胆
な
作
品
が
生
み
出

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

（
竹
内
奈
美
子
）

象の頭をした神さまの仮面
鎌倉時代・14世紀

お寺や神社の儀式のときに活躍しま
した。一度見たら忘れられない象です

◉花下遊楽図屛風
　（部分）
狩野長信筆
江戸時代・17世紀

華やかな衣装の歌舞
伎踊りの女性たちと
咲きほこる花の競演

◎ガラス碗　古墳時代・6世紀
大阪府羽曳野市 伝安閑陵古墳出土  クラブ関西寄贈
ユーラシア大陸をはるばる越えて日本へたどり着いたガラス碗です

◉舟橋蒔絵硯箱
本阿弥光悦作　江戸時代・17世紀
銀の厚い板を切り抜いて表わした文字を嵌め込み、
光悦の散らし書きを表現しています

特
集
「
平
成
27
年

　
　新
指
定 

国
宝
・
重
要
文
化
財
」

4
月
21
日（
火
）〜
5
月
10
日（
日
）

● 

本
館
8
室
・
11
室

主
催
：
文
化
庁
、
東
京
国
立
博
物
館

ト
ー
ハ
ク
で
象
に
出
会
う
？！

「
美
術
の
く
に
の
象
め
ぐ
り
」

4
月
7
日（
火
）〜
5
月
17
日（
日
）

本
館
特
別

　

  

室

大
陸
わ
た
り
の
貴
重
な
ガ
ラ
ス

重
文 

ガ
ラ
ス
碗

4
月
7
日（
火
）〜
5
月
10
日（
日
）

本
館

　
　室  

日
本
美
術
の
あ
け
ぼ
の

1

名
品
の
花
の
下
で
春
の
宴
会

国
宝 

花か

下か

遊ゆ
う

楽ら
く

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

3
月
17
日（
火
）〜
4
月
12
日（
日
）

本
館

　
　室  

国
宝
室

2

光
悦
ら
し
さ
が
光
る
大
胆
な
作
品

国
宝 

舟ふ
な

橋ば
し

蒔ま
き

絵え

硯す
ず
り

箱ば
こ

〜
5
月
6
日（
水
・
休
）

本
館

　
　室  

漆
工

12

本館
日本に出会う

総合文化展 ｜ 見どころ案内

2

親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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4/12 日

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

茶の美術

入 

口

1 ̶ 1

4

本館       室

本館       室
本館       室

4
5

国宝室

茶の美術
武士の装い 
―平安～江戸

特別1室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

3 ̶ 3

3 ̶  2

3 ̶  1

1 ̶  21 ̶  1

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

仏教の美術
―平安～室町

宮廷の美術
―平安～室町

禅と水墨画
―鎌倉～室町

仏教の興隆
―飛鳥・奈良

2

仏教の美術 
―平安～室町3 ̶ 1

仏教の興隆―飛鳥・奈良1 ̶ 2

国宝室

2

耳
みみ

付
つき

茶
ちゃ

入
いれ

 銘
めい

 於
お

大
だい

名
みょう

古
こ
筆
ひつ
手
て
鑑
かがみ
 毫
ごう
戦
せん

奈良～江戸時代・
8～19世紀
経典・歌集・消息など様々
な時代の古筆約200を
集めたアルバムです

4/14 火 5/10 日

5/12 火 6/7 日 ◉和
わ

歌
か

体
たい

十
じっ

種
しゅ

　◉和
わ

歌
か

体
たい

十
じっ

種
しゅ

断
だん

簡
かん

平安時代・11世紀

埴
はに

輪
わ

 踊
おど

る人々
古墳時代・6世紀
埼玉県熊谷市野原字宮脇
野原古墳出土
例のない独特な表現と
ポーズの、独創的で魅力
的な造形の人物埴輪です

◎黒
くろ

韋
かわ

肩
かた

妻
つま

取
どり

威
おどしの

胴
どう

丸
まる

室町時代・15世紀
黒韋を地の威とし、紅白の糸を用いて
多様な威し方をみせる胴丸です

◎天
てん

狗
ぐ

草
ぞう

紙
し

（東寺・醍醐寺巻）（部分）
鎌倉時代・13世紀
醍醐寺桜会の童舞。満開の桜に稚児の衣装の青や緑が
映えるとても美しい場面です

3 ̶ 2 宮廷の美術 
―平安～室町

術の流れ
戸まで、
 どる日本美術史  

◎法
ほう

語
ご

　石室善玖筆  南北朝時代・貞治2年（1363）
 松永安左エ門氏寄贈
京都のある寺院の創建の法会で語られた禅僧の言葉です

三
さん

酸
さん

図
ず

「 隠」印　室町時代・16世紀

彫
ほり

三
み

島
しま

茶
ちゃ

碗
わん

 銘
めい

 木
き

村
むら

朝鮮　朝鮮時代・16～17世紀　広田松繁氏寄贈
日本からの注文で作られた高麗茶碗です。彫三島で外の花文は珍しい

3 ̶ 3 禅と水墨画 
―鎌倉～室町

8-9ページに掲載の作品について、音声と文字による詳しい解説を、スマートフォン向けアプリ「トーハクなび」で公開しています。一部作品は対象外となりますので、展示室でトーハクなびマーク を
ご確認ください。　＊展示室で音声ガイドをご利用になる場合は、イヤフォンが必要です。 は「博物館でお花見を」（本誌 5ページ参照）の関連作品です。  

◎響
さは り

銅八
や

重
え

鋺
まり

　奈良時代・8世紀

5/10 日

4/5 日

4/5 日

千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

二
に

十
じゅう

八
はち

部
ぶ

衆
しゅう

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀
広田松繁氏寄贈

千手観音は、観音の救済力の広
大さを沢山の手で表した姿。小
品ながら姿の美しい画像です

両
りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

　鎌倉時代・14世紀

5/19 火 6/28 日

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

飛鳥時代・7世紀
法隆寺献納宝物で唯一の
木彫像（クスノキ製）。光背
用の鉄の支柱も当初のもの
です

6/28 日

おいのさか図
ず

鎌倉時代・14世紀
山登りと四季の樹木
で人の一生を表わして
います。満開の桜も
見所の一つ

4/5 日

5/17 日

4/7 火

◎清
きよ

水
みず

寺
でら

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

 巻下
土佐光信筆  室町時代・永正14年（1517）

5/19 火 6/28 日

◎四
し

季
き

花
か

鳥
ちょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（部分）　伝雪舟等楊筆　室町時代・15世紀

鳥や樹木がほぼ実物大で描かれ、強い生命力を感じさせます

4/5 日

4/7 火 5/17 日

5/19 火 6/28 日

5/17 日

4/7 火

5/17 日

4/5 日

7/12 日4/21 火

4/19 日

◉花
か

下
か

遊
ゆう

楽
らく

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

平治の乱を描い
た合戦絵巻。平
清盛らが二条天
皇を六波羅の邸
宅に迎える場面
を描いています

閉室中の平成館考古展示室の
代替展示を行っています。

狩野長信筆　江戸時代・17世紀
春の野辺で遊ぶ女性たち。樹木や岩の控え目な
表現が、煌びやかな姿の人 を々引き立てています

◉平
へい

治
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

 六
ろく

波
は

羅
ら

行
ぎょう

幸
こう

巻
のまき

（部分）
　鎌倉時代・13世紀　松平直亮氏寄贈

美濃　江戸時代・17世紀
塩原千代氏寄贈
大名茶人小堀遠州
ゆかりの茶入です。
元は水滴でした

銅
どう

鐸
たく

弥生時代（後期）・1～3世紀
三重県伊賀市柏尾湯舟出土
当初の鳴り物としての機能を失い、
華やかに飾りたてられた銅鐸です

奈良時代に水などを盛った仏器で、
一番大きな鋺に全部収めることができます

5/12 火 8/30 日



9

調
ちょう

度
ど

手
で

本
ほん

（色
いろはならびにしいかとう

葉并詩歌等）
昭高院道澄筆
安土桃山～江戸時代・17世紀
金銀を散らした装飾料紙に
書かれた書の手本（調度手本）です

飛
あす か

鳥山
やま

図
ず

鍬形蕙斎筆
江戸時代・19世紀
桜の名所飛鳥山、
左に王子権現、遠
くには隅田川、筑
波山も見えます

4/12 日

浮世絵と衣装 ―江戸

出 

口

10

5 6

能と歌舞伎

9

本館       室

本館       室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館       室

109

7 6

屛風と襖絵
―安土桃山・江戸

能と歌舞伎

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸

書画の展開
―安土桃山・江戸

武士の装い 
―平安～江戸

本館       室

特別2室

浮世絵と衣装 
―江戸

8 ̶ 2

8 ̶  1

7

【衣装】 

【浮世絵】 

武士の装い 
―平安～江戸

詩
し

書
しょ

屛
びょう

風
ぶ

「千
せん

條
じょう

弱
じゃく

柳
りゅう

」
池大雅筆  江戸時代・18世紀
久世民榮氏寄贈
書家としても名を成した池大雅の大
作。闊達な筆致が見どころです

屛風と襖絵 
―安土桃山・江戸

能「国栖」に合わせて、江戸時代を中心とした
面・装束を紹介します。

桜の意匠を表わした江戸時代末期の
歌舞伎衣装を中心に展示します。

春に合わせ、桜・桐・牡丹・
藤など春に咲く花の模様を
中心に展示します。

長
ちょう

絹
けん

 
紺
こん

地
じ

牡
ぼ

丹
たん

唐
から

草
くさ

蝶
ちょう

鳥
とり

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
舶来品の美しい彩りの薄物
で仕立てられた長絹です

振
ふり

袖
そで

 紅
べに

縮
ちり

緬
めん

地
じ

桜
さくら

流
りゅう

水
すい

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀　高木キヨウ氏寄贈
『本朝二四孝』の八重垣姫の役に使用したと
伝えられています

日本美 
縄文から江
ほんものでた必見

総合文化展 ｜ 見どころ案内

本館2階

［4月q5月］

山吹を描いた作品や、金太郎や武者絵など
端午の節句にちなんだ作品を展示します。

すべて桜の作品です。さまざまな浮世絵版画と
肉筆浮世絵を展示します。

初夏から夏の季節に合わせた草花
模様の着物を展示します。

山
やま

姥
んば

と金
きん

太
た

郎
ろう

・栗
くりの

枝
えだ

持
もち

喜多川歌麿筆   江戸時代・19世紀
歌麿は金太郎と山姥を数多く描きま
したが、本作は唯一の大型作品です

5/10 日4/21 火

黄
こう

石
せき

公
こう

張
ちょう

良
りょう

・虎
こ

渓
けい

三
さん

笑
しょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（部分）
狩野山楽筆　江戸時代・17世紀
金地の豪華な画面に中国の逸話を
描く京都の狩野派の注目作です

6/14 日5/12 火

◎山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

雲谷等顔筆
安土桃山～江戸時代・
16～17世紀

鸕
う が や

草葺
ふき

不
あえずのみこと

合尊降
こう

誕
たん

図
ず

狩野探幽筆
江戸時代・17世紀
縦長の画面を生かして神話の場
面を劇的に演出した傑作です

5/12 火 6/14 日

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸8 ̶ 1

5/17 日

5/17 日

5/19 火 7/12 日

4/14 火 5/10 日

見
み

立
たて

伊
い

勢
せ

物
もの

語
がたり

（八つ橋）
鈴木春信筆  江戸時代・18世紀
『伊勢物語』第9段「八橋」を題材
に若い男女の旅姿を描いています

5/12 火 6/7 日

5/19 火

7/12 日

書画の展開
―安土桃山・江戸8 ̶ 2

枝
し

垂
だ れ

桜
ざくら

蒔
ま き

絵
え

棗
なつめ

江戸時代・17世紀　広田松繁氏寄贈
枝葉が巧みに配置され、一本の枝垂桜
の木が器表を覆うようなデザインです

4/19 日

網
あ

干
ぼし

鷺
さぎ

蒔
まき

絵
え

棚
たな

江戸時代・17世紀
網を干す情景は、当時の
屏風や工芸品に良くみら
れる、人気のモチーフです

5/12 火 8/2 日

◎黒
くろ

糸
いと

威
おどし

二
に

枚
まい

胴
どう

具
ぐ

足
そく

江戸時代・17世紀
徳川四天王の1人
榊原康政が用いた
もので、当世具足の
優品です

7/26 日5/19 火

桜
さくら

に春
はる

草
くさ

図
ず

4/19 日

尾形乾山筆   江戸時代・18世紀
山本富子・山本賢二氏寄贈
斜めになったり、自由に置れた
和歌の文字は、まるで絵の一部
のよう

4/19 日

桜
さくら

山
やま

吹
ぶき

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（部分）
俵屋宗達筆
江戸時代・17世紀
田沢房太郎氏寄贈
春の花々が咲き誇る絵に
和歌を記した色紙を貼って
彩りを加えています

4/21 火 5/10 日

特集「平成27年新指定 国宝・重要文化財」
主催：文化庁、東京国立博物館

小
こ

袖
そで

 白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

叉
さ

手
で

網
あみ

模
も

様
よう

江戸時代・17世紀
動きのあるデザインが
魅力の叉手網模様の衣
装です

小
こ

袖
そで

 白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

流
りゅう

水
すい

松
まつ

藤
ふじ

模
も

様
よう

江戸時代・17～18世紀
唐松に流水のデザインが個性的な
元禄小袖です



　「
ア
ジ
ア
の
染
織
の
源
流
は
イ
ン
ド
に
あ
る
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
古
く
か
ら
イ
ン
ド
で
は
絹

や
木
綿
を
染
め
、
織
り
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
が
知

れ
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
大
航
海
時
代
と
共

に
海
を
渡
っ
た
木
綿
の
模
様
染
で
あ
る「
更さ
ら

紗さ

」

は
世
界
中
を
と
り
こ
に
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示

室
で
は
、
イ
ン
ド
で
衣
料
や
装
飾
用
に
染
め
ら

れ
た
更
紗
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ペ
ル
シ
ャ
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
輸
出
向
け
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
、
イ
ン
ド
で
染
め
ら
れ
た
更
紗
な
ど
を
紹
介

し
、
更
紗
の
多
様
な
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

（
小
山
弓
弦
葉
）

　
江
蘇
省
の
省
都
で
あ
る
南
京
は
、
省
内
に
蘇

州
、
鎮
江
、
揚
州
な
ど
の
文
化
都
市
を
抱
え
、
そ

の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
重
要
な

書
画
家
の
ほ
ぼ
全
て
が
、
豊
か
な
江
南
の
大
地

と
長
江
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
南
京
に
関
係
し
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
び
、
宋
元
時
代
の
仏
教
の
聖
地
か
ら
、

明
末
清
初
の
遺
民
や
個
性
画
家
、
清
朝
の
文
人

文
化
、
そ
し
て
中
華
民
国
の
首
都
と
し
て
西
洋

や
日
本
の
文
明
の
受
入
れ
口
と
な
っ
た
近
代
に

至
る
ま
で
、
南
京
の
書
画
7
0
0
年
の
歴
史
を

振
り
返
る
、
日
本
初
の
展
示
を
行
い
ま
す
。「
書

画
王
国
」の
実
力
を
、
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 

（
塚
本
麿
充
）

　
中
国・元
時
代
、景
徳
鎮
窯
で
は
青
花
磁
器（
染

付
）の
生
産
が
開
花
し
ま
す
。
元
時
代
に
は
イ
ス

ラ
ム
と
の
活
発
な
交
易
で
も
た
ら
さ
れ
た
良
質

の
コ
バ
ル
ト
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
明
時
代
の

洪
武
帝
は
私
貿
易
を
禁
止
し
た
た
め
、
コ
バ
ル

ト
が
手
に
入
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

身
近
な
銅
を
も
ち
い
て
赤
く
発
色
さ
せ
た
釉ゆ
う

裏り

紅こ
う
が
多
く
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
作

品
は
そ
れ
と
同
じ
時
期
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
安
定
し
た
黒
に
呈て
い

色し
ょ
く

す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
き
わ
め
て
稀
な
例
で
す
。

青
花
や
釉
裏
紅
に
比
べ
る
と
、
ど
こ
か
控
え
め

で
気
品
漂
う
優
品
で
す
。 

（
三
笠
景
子
）

　
東
洋
館
の
1
室
の
階
段
を
2
階
に
上
る
と
、

た
ら
い
の
よ
う
な
漆
器
が
現
れ
ま
す
。
直
径

1
4
1
セ
ン
チ
も
あ
る
大
き
な
器
体
は
圧
巻
で

す
。
け
れ
ど
も
、
重
量
は
見
か
け
よ
り
軽
め
の
39

キ
ロ
。
そ
の
秘
密
は
麻
な
ど
の
軽
い
素
材
で
芯
を

作
り
、
表
面
に
何
層
も
漆
を
塗
っ
て
仕
上
げ
る
技

法
・「
夾き
ょ
う

紵ち
ょ

」（
乾か
ん

漆し
つ

）に
あ
り
ま
す
。
用
途
は
王

侯
貴
族
の
バ
ス
タ
ブ
、
あ
る
い
は
儀
礼
用
の
祭

器
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
水

抜
き
用
の
孔
が
底
部
に
あ
る
の
で
、
液
体
を
容
れ

た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
す
。
世
界
で
も
類
例
の
な

い
、
な
ぞ
に
満
ち
た
中
国
古
代
の
巨
大
漆
器
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
川
村
佳
男
）

○夾
きょう

紵
ちょ

大
たい

鑑
かん

中国　戦国時代・前5～前3世紀　伝中国河南省輝県出土
東京・大倉集古館蔵
朱漆などで描いた文様や、金銀を配した青銅製の金具も見どころです

諸
しょ

葛
かつ

亮
りょう

図
ず

張風筆
中国　清時代・17世紀
繭山順吉氏寄贈
王朝が滅びても毅然と
生きようとする文人の姿
は、明末清初の南京の精
神を伝えるものです

釉
ゆう

裏
り

黒
こく

唐
から

草
くさ

文
もん

鉢
はち

中国・景徳鎮窯　明時代・14世紀　中路敏子氏寄贈
まるで水墨画のような画趣に富んだ文様表現、ぜひ展示室にて
ご堪能ください

白
しろ

地
じ

花
か

瓶
びん

花
か

鳥
ちょう

文
もん

様
よう

更
さら

紗
さ

南インド・コロマンデルコースト
17～18世紀
花瓶からあふれるようにのびゆ
く草花の表現は、インドの生命
観の象徴です

画像提供：大倉集古館

10

東洋館
アジアを旅する

総合文化展 ｜ 見どころ案内

       

何
の
た
め
？
　
最
大
級
の
中
国
漆
器

「
中
国
の
巨
大
な
漆
器
　
夾き

ょ
う

紵ち
ょ

大た
い

鑑か
ん

」

通
年
展
示

       「
中
国
の
陶
磁
」

墨
の
よ
う
に
発
色
す
る
希
少
な
染
付

釉ゆ
う

裏り

黒こ
く

唐か
ら

草く
さ

文も
ん

鉢は
ち

4
月
7
日（
火
）〜
8
月
16
日（
日
）

       「
中
国
の
絵
画
・
書
跡
」

日
本
初
！
　
南
京
の
書
画
を
振
り
返
る

特
集「
南
京
の
書
画

―
仏
教
の
聖
地
、
文
人
の
楽
園
―
」

〜
4
月
2
日（
日
）

       「
ア
ジ
ア
の
染
織
」

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
更
紗
の
世
界

「
イ
ン
ド
の
染
織
」

4
月

日（
火
）〜
7
月
5
日（
日
）

2
東洋館

室

5
東洋館

室

8
東洋館

室

13
東洋館

室

1

14
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明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
洋
画
の
発
展
に

尽
力
し
、〝
日
本
近
代
洋
画
の
父
〞と
仰
が
れ

た
黒く
ろ
田だ

清せ
い

輝き

。
そ
の
黒
田
が
9
年
に
お
よ
ぶ

フ
ラ
ン
ス
留
学
を
終
え
、
日
本
に
帰
国
し
た

ば
か
り
の
明
治
26
年（
1
8
9
3
）に
制
作
し

た
の
が
、
こ
の「
舞
妓
」で
す
。
モ
デ
ル
は
京

都
の
小
ゑ
ん
と
い
う
舞
妓
で
、
縁
側
に
腰
か

け
、
鴨
川
を
背
に
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

作
品
を
よ
く
見
る
と
、
絵
具
を
な
る
た
け
混

ぜ
ず
に
用
い
、
そ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
色
あ
い
を

　
伎
楽
は
飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
に
、
寺
院
の
法
会

で
上
演
さ
れ
た
演
劇
で
す
。
仏
の
た
め
に
上
演
さ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
ぞ
か
し
厳
か
な
も
の
か

と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
酔
っ
払
い

の
一
団
や
褌
ふ
ん
ど
し

を
洗
う
僧
侶
な
ど
が
、
無
言
の
パ
ン

ト
マ
イ
ム
で
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
崑こ
ん

崙ろ
ん

は
、

呉ご

女じ
ょ

と
い
う
女
性
に
卑
猥
な
動
作
で
言
い
寄
り
、

力
士
に
懲
ら
し
め
ら
れ
ま
す
。
目
は
つ
り
上
が
り
、

牙
を
む
き
出
し
、
耳
の
上
端
が
尖
っ
た
鬼
で
す
が
、

表
情
に
恐
ろ
し
さ
は
な
く
、
笑
み
を
含
ん
で
い
ま

す
。
劇
を
見
た
人
も
お
お
い
に
笑
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。 

（
丸
山
士
郎
）

画
面
に
活
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
黒

田
は
こ
の「
舞
妓
」を
手
は
じ
め
に
、
色
彩
豊
か
な

作
風
を
日
本
に
も
た
ら
し
、
洋
画
壇
に
新
風
を
吹

き
込
ん
だ
の
で
す
。 

（
塩
谷
純
）

（左）◎伎楽面 呉女、（右）◎伎楽面 崑崙
 飛鳥時代・7世紀

 仏像にはない、さまざまな表情がみられます

◎舞妓　黒田清輝筆　明治26年（1893）
フランス留学から帰国後まもなく京都で描いた黒田
清輝の代表作です

　

年
10
・
11
月
号
に
続

い
て
、
今
回
は
扇
の「
要か

な
め

」の
応
急

修
理
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
こ

の
作
品
は
2
月
16
日
か
ら
5
月
10

日
ま
で
の
間
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

美
術
館
で
開
催
の「
狩
野
派
展
」

（
本
誌
14
ペ
ー
ジ
参
照
）で
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
作
品
点
検
時
、
扇
を
束
ね
る

「
要
」が
は
ず
れ
か
か
っ
て
い
る
の

を
確
認
し
ま
し
た
。
現
代
の
要
は

合
成
樹
脂
な
ど
で
作
ら
れ
る
も
の

も
多
い
よ
う
で
す
が
、
本
作
品
の

「
要
」は
江
戸
時
代
に
天
然
の
木
材

を
漆
で
着
色
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
し
た
。
目
立
つ
箇
所
で
は
な
い

た
め
、
合
成
素
材
を
用
い
て
の
処

置
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

本
物
を
楽
し
む
皆
様
の
目
を
ご
ま

か
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
細
部
で
あ
っ
て
も
、
あ
り

合
わ
せ
の
材
料
で
の
急
場
し
の
ぎ

は
、
作
品
の
価
値
を
下
げ
る
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、

海
外
で
日
本
文
化
の
一
部
が
誤
解

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
、
当
初
の「
要
」の
一
部
が

残
っ
て
い
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な

構
造
で
あ
っ
た
の
か
判
明
し
ま
し

た
。
外
部
の
優
秀
な
技
術
者
の
協

力
で
、
当
初
の
も
の
に
近
い「
要
」

を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
土
屋
裕
子
）

保
存
修
復
室
の
仕
事
②

当初の「要」の様子。2本の棒の中央の山
部分がひっかかりとなって、固定されます

修理前の扇。「要」の頭部が欠けて、扇骨
がばらばらになっていました

新規製作の「要」。堅いウツギ材を採用し
ました

保
存
と
修
理
情
報
28

竹に雀図扇面　狩野尚信筆　江戸時代・17世紀

＊5月20日（水）～ 2016年 3月14日
（月）の間、法隆寺宝物館は環境整
備工事のため休館します。

11

●
法
隆
寺
宝
物
館

　
第
3
室

●
黒
田
記
念
館
　
特
別
室

新
し
い
洋
画
を
日
本
に
も
た
ら
す

重
文舞ま

い

妓こ

期
間
限
定
公
開
　
迫
力
の
あ
る
顔
！
顔
！
顔
！

重
文伎

楽
面 

崑こ
ん

崙ろ
ん

黒田記念館
近代絵画に触れる

総合文化展 ｜ 見どころ案内

法隆寺宝物館
宝物に浸る

総合文化展 ｜ 見どころ案内

3
月
23
日（
月
）〜
4
月
5
日（
日
）

〜
4
月
12
日（
日
）



教育普及事業

象がやってきた！　＊関連展示：本誌7ページ
日時：4月21日(火）14：00～14：30
本館地下 みどりのライオン(教育普及スペース）
講師：加藤弘子(日本学術振興会特別研究員）
享保14年(1729）春、将軍・徳川吉宗の命で長崎から江戸へ旅をし
た象がいました。狩野古

ひさ

信
のぶ

が描いた写生図を中心に、天皇から庶民
まで人気を集めた享保の象についてご紹介します。

中国・南北朝時代の書
日時：4月24日(金）18：30～19：00　東洋館8室
講師：富田淳(列品管理課長）
中国の5～ 6世紀の書を概観する台東区立書道博物館との連携展示につい
てお話しします。

インド更紗鑑賞入門　＊関連展示：本誌10ページ
日時：4月28日(火）14：00～14：30　東洋館シアター
講師：小山弓弦葉(教育普及室長）
世界中で人々を魅了し続けるインド更紗の歴史と魅力についてお話します。

長野・光明寺の阿弥陀如来坐像について
日時：5月12日(火）14：00～14：30　本館11室
講師：西木政統(絵画・彫刻室アソシエイトフェロー）
新しくご寄託いただいた長野・光明寺の阿弥陀如来坐像(平安時代・12世紀）
について、前後する時代の作品にもふれつつ、ご紹介いたします。

国宝 和歌体十種の魅力
日時： 5月19日(火）14：00～14：30

本館2室(国宝室）
講師：恵美千鶴子(客員研究員）
書、料紙、内容から「和歌体十種」の魅力
をご紹介します。

［はがき・ウェブサイトフォーム］事前申込制

国際博物館の日記念ツアー「上野の山でゾウめぐり」
上野動物園、国立科学博物館、そして東京国立博物館の3人の講師といっ
しょに、本物のゾウ、骨格標本のゾウ、作品のゾウに会いに行きましょう。
目指せ、ゾウ博士！

日時：5月17日（日）9：00～14：30
会場：上野動物園→国立科学博物館→東京国立博物館の順に巡ります。
対象：開催時に小学5年生～高校3年生（小学生の申込は保護者1名の同
伴が必要）
定員：30名（応募者多数の場合は抽選）　参加費：無料
持ち物：筆記具・昼食・飲み物をご持参ください。
申込方法：はがきもしくは専用のウェブフォームでお申し込みください。
はがきの場合は、①講座名「上野の山でゾウめぐり」、②参加希望者の
氏名とふりがな（※「小学生・中学生・高校生」同士は、はがき1枚で4
名まで記入し、ご応募できます。小学生のみの申込の場合は保護者1名
の同伴が必要です。その場合、保護者の氏名・フリガナも記入）、③セ
ミナー開催時の学年・年齢、④連絡先住所、⑤電話番号、⑥-1「ゾウ」
について、どんなイメージをもっていますか（何を思いうかべます
か）？　⑥-2今回のセミナーで見たいもの、知りたいことは何です
か？　を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
申込先：〒110-8711　東京都台東区上野公園9－83上野動物園　 
教育普及係「上野の山でゾウめぐり」係
ウェブフォーム� � L
����:��� � � ������-�������������������� ����� �2015�
申込締切：2015年4月26日（日）必着
お問合せ：TEL：03-3828-5171（代表）　上野動物園教育普及係
※当日、取材が入る場合があります。ご了承ください。

知る楽しみ、学ぶ喜び

講座・講演会・解説

講演会
月例講演会「書の楽しみ―特集「新収品」の関

せき
戸
ど
本古今和歌集を中心に」

日時：5月23（土）13：30～15：00　講師：島谷弘幸(副館長）
会場：平成館大講堂 定員380名(先着順）
書の楽しみは、造形の美、内容や伝来などさまざまなものがあります。
仮名が完成した美しい姿を示す、関戸本古今和歌集を中心に書の楽しみ方を
紹介します。

＊ 聴講無料(ただし、当日の入館料が必要）
＊開場は開始の30分前（予定）

ギャラリートーク
正倉院所在の法隆寺献納宝物の綾

あや
幡
ばん
足
そく
を中心に

日時：4月7日(火）14：00～14：30　東洋館シアター
講師：沢田むつ代(客員研究員）
法隆寺献納宝物は献納後一時、正倉院に保管されていました。その後、搬出に
際して染織を収めた唐

から

櫃
びつ

の取り違えがあり、正倉院には献納宝物の染織品が
所在しています。それらの作品のうち、今回は綾の幡足を中心にお話します。

梁
やん
山
さん
夫婦塚の出土遺物

日時：4月14日(火）14：00～14：30　東洋館10室
講師：白井克也(考古室長）
新羅の地方有力者夫妻の遺品から、古代の朝鮮半島に迫ります。

五感を使った美術体験

ワークショップ・見学ツアー
［ウェブサイトフォーム］事前申込制

ファミリーワークショップ
「屛風体験！」
かつては部屋の中で実際に使われていた屛風。
「どのように使っていたの？」「展示室ではなく部屋に置いたらどう見えるの？」
その答えは、トーハク自慢のお茶室で体験してみましょう！  キヤノン株式会社
と京都文化協会が推進する「綴プロジェクト」で作られた高精細複製品を使い、
屛風や日本の伝統文化を身近に感じていただくワークショップです。
日時：5月9日（土）　①10：00～12：00、②14：00～16：00
会場：本館展示室、応挙館　対象：小学生～中学生およびそのご家族
定員：①②ともに10組（応募者多数の場合は抽選）　参加費：無料（ただし、
当日の入館料が必要）　主催：東京国立博物館、キヤノン株式会社
申込方法：当館ウェブサイト上のフォームでお申し込みください。
申込締切：4月22日（水）必着　TEL：03-3822-1111（代）　教育普及室
※インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問い合わせください。

工程見本展示
「悉

しっ

皆
かい

金
こん

色
じき

―阿弥陀如来像ができるまで」
日時：4月7日（火）～9月23日（水・祝）　
本館19室みどりのライオン
描かれた仏様の全身が金色に輝くさまを、「悉

しっ

皆
かい

金
こん

色
じき

」といいます。どのような描き方や工夫をし
て絵画が光り輝くのか、5工程にわけ、材料や道
具類と一緒にご覧いただきます。

◉和歌体十種（部分）　平安時代・11世紀
展示期間： 5月12日（火）～ 6月7日（日）　本館2室（国宝室）

1�

ゾウが
見たいぞう！

1�



15：00  託児終了
託児中のお子様のご様子は、口頭のほか、
終了時にお渡しするカードでもご報告して
います。

あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業

こどもたちのアートスタジオ

「勾
まが

玉
たま

作り」
スライドをつかって古代の勾玉について学んだ後に、滑石を加工してオリ
ジナルの勾玉を制作します。完成作品はお持ち帰りいただけます。

日時：6月7日（日）　時間：13：30～15：30
会場：本館地下 教育普及スペース（みどりのライオン）
対象：小学校3年生から中学生（保護者の見学可能）
定員：20名程度（応募者多数の場合は抽選） 
参加費：無料（ただし、保護者は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームまたは往復はがきでお申し込みくだ
さい。往復はがきの場合には、「往信用裏面」に①参加者全員（2名まで）
の氏名・ふりがな・お子さんの学年、②参加者全員の郵便番号・住所（2
名の場合はそれぞれの住所を必ず明記してください）、③代表者の電話番
号、④保護者が一緒の場合はその人数を、「返信用表面」に代表者の郵便

＊「東洋館シアター」とは、東洋館TNM&TOPPANミュージアムシアターのことです。
＊ 事前申込プログラムにお申し込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので、各申込先に電
話でお問い合わせください。TEL：03-3822-1111（代）
＊ 各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。

番号・住所・氏名を明記の上、下記申込先
にお送りください。

申込締切：5月7日（木）必着
申込先：〒110-8712　
 東京都台東区上野公園13-9 
 東京国立博物館ボランティア室
 「6月7日勾玉作り」係

ボランティアによる「刀剣・武士の装いツアー」が始まります。
昨年10月より、仮立ち上げという形で活動していた「ボランティアによる刀
剣・武士の装いツアー」が、このたび館内で正式に発足しました。
いままで、刀剣や拵

こしら
え、甲冑などは「難しくてよくわからない」と敬遠しが

ちだったお客様もいらっしゃるのではないでしょうか。このガイドでは、本
館13室や本館5・6室をめぐり、作品を楽しむポイントをボランティアがわ
かりやすくお話します。

実施日時：4月以降毎月第4土曜日　13：30～14：10
集合：本館1階エントランス
実施場所：本館1階13室／本館2階5・6室
※ご案内する作品は、定期的な展示替えにあわせてかわります。

マルわかり！ トーハク託児サービスの使い方 !

ご利用の前に…
まずは、本誌巻末カレンダーやホームページなどで
実施日を確認。ご利用にあたっては事前予約が必要
です。前日まで申し込み可能ですが、定員があるので
お問い合わせはお早めに。

15：15  お迎え
大人も子どもも、楽しい時間はあっという間。
終了の15分前に、お迎えをお願いしています。

託児サービス利用案内 
実施日：原則毎月第1、第3土曜日、第2、第4水曜日  
利用時間帯：12:30～15:30（受付開始 12:30～）  
料金：0歳児～1歳児 2,000円、2歳児以上 1,000円（事前予約制）
ご予約・お問合せ：イベント託児・マザーズ 0120-788-222
（平日10:00～17:00  ※12:00～13:00を除く）

おもちゃや絵本、折り紙、ぬり絵（ユリノキちゃんとトーハクくんの絵柄！）などが
たくさん！ シッターさんのお歌や手遊びも。
小さなお子様は、眠くなったらベッドでお昼寝。

12：30  受付
正門プラザ内の託児室で、受付を行います。
当日のお子様の体調、持ち物などを確認。保護者の方と  
お子様にはそれぞれネームプレートをつけていただきます。

12：45  託児開始
保護者の方はさっそく展示鑑賞へ！
子どもはシッターさんと一緒に元気に遊ぶぞー！

「もしもし。○月×日に託児をお願いしたいんですが…」

災害時など万が一の避難に備えて、
名札の裏には緊急連絡先

「うちのトーハクくん、いい子で遊んでましたか？」

トーハクくん、託児室に潜入せよ
トーハクに託児室があることはご存知でしょうか？ 平成 25年1月から試行を開始、正門プラザの開設とともに現在の場所へと移りました。
今回は、その気になるサービスの様子を我らがトーハクくん（5歳！）が実際に体験してきました。

利用者の皆様の声

子どもも楽しく過ごせたようなの
で、また利用したい。

展示会場のすぐそばに
ある託児専用のスペース
が利用できて良かった。

［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

勾玉作りでは工具を使って
石を削ります
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日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞社 様
三菱商事株式会社 様

株式会社 三冷社 様
株式会社 東京美術 様
株式会社 鶴屋吉信 様
日本通運株式会社 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様

特別会員 団体 維持会員 団体
凸版印刷株式会社 様
ブルガリ ジャパン株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
株式会社 ミュージアムスタイルカフェ 様
株式会社 東芝 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様

日本畜産興業株式会社 様
株式会社 東京書芸館 様
インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
TBS 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
公和図書株式会社 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様

東京国立博物館賛助会員　2015年3月4日現在

株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 様
光村図書出版株式会社 様
キョーリン製薬ホールディングス株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様
朝陽書道会 様

一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
楽天銀行株式会社 様
株式会社 清光社 様
有限会社 アトリエ・エビス 様
一般社団法人 学士会 様
公益財団法人 書道芸術院 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様

特別会員
辻 泰二 様
昆 政彦 様
田中 將介 様
堀内 洋志 様

維持会員
木村 則子 様
髙木 聖鶴 様
伊藤 信彦 様
䉤内 匡人 様
服部 悦子 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
佐々木 芳絵 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様

関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
峯村 協成 様
髙瀬 正樹 様
坂井 俊彦 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
吉原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
是常 博 様

上野 孝一 様
北山 喜立 様
山田 泰子 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
岡田 博子 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
川澄 祐勝 様
神通 豊 様
永久 幸範 様
五十嵐 良和 様
石川 公子 様
青山 千代 様
藤崎 英喜 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様

脇 素一郎 様
秦 芳彦 様
木谷 騏巳郎 様
髙梨 兵左衛門 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
堤 勝代 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
髙橋 靜雄 様
田中 千秋 様
小西 晫也 様
清川 勉 様
仙石 哲朗 様
高見 康雄 様
田中 望 様
三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様

井上 雄吉 様
大森 雅子 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
上塚 建次 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
谷川 紀彦 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
桐畑 政義 様
相良 多恵子 様
熊谷 勝昌 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
櫻井 恵 様

伊佐 健二 様
福井 一夫 様
軽部 由香 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
菊地 昌弌 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
鈴木 春朝 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
樽本 英信 様
本條 陽子 様
西原 賢一 様
安田 格 様
原田 清朗 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様

尾﨑 邑鵬 様
倉片 康雄 様
栗山 哲夫 様
大口 樵翁 様
梅本 聖 様
榎本 享世 様
田頭 一舟 様
岡田 良雄 様
阿部 和加子 様
師田 久子 様
井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
山田 浩一 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
村井 明美 様
久保田 哲暁 様
小塚 泰博 様
星 八郎 様
星 弘道 様
西永 義久 様

田中 節山 様
髙木 聖雨 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
稲岡 稔 様
関口 大志 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
山田 伊知郎 様
中野 俊介 様
手塚 眞由美 様
井出 宗則 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様

福田 倫子 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
谷内 英一 様
杭迫 柏樹 様
稲川 コウ 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
長嶋 益子 様
富山 仁美 様
鴇 晃秀 様
藤本 勝司 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
李 雲莉 様
供田 扶美 様
福武 正廣 様
江幡 真史 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様

小林 浩和 様
加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
田中 文雄 様
宮下 雅博 様
川上 宗雪 様
一川 毅彦 様
田代 雅彦 様
中村 伸夫 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
松橋 優 様
宮川 寛子 様
佐野 淑子 様
中村 政憲 様
中村 光宏 様
小野 透 様
菅野 良子 様
中田 公人 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様

石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様
平尾 佳淑 様
水野 和良 様
谷口 敏枝 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様
岩瀬 郵史 様
青木 瑞枝 様
川上 陽子 様
福代 暎山 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
梅澤 鳳舞 様
羽石 史生 様
笠原 勉 様
長瀬 正行 様
武井 伸之 様
前田 寿子 様
高木 絋司 様
小河 恭子 様
田中 三伊 様

黒河 英俊 様
鈴木 健之 様
岩本 みち子 様
廣瀬 敏章 様
永野 剛志 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秦 貴清 様
秋元 幸雄 様
野田 和佳子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
春日 信彦 様
本吉 文夫 様
重田 綾子 様

ほか85名2社、順不同

東京国立博物館賛助会員募集のご案内
東京国立博物館では賛助会制度を設け、当館の活動を幅広く
ご支援いただいております。賛助会員よりいただいた会費は、
文化財の購入・修理、調査研究・総合文化展・施設整備等の充実
にあてております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご賛同をいた
だき、ご入会くださいますようお願い申し上げます。

入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）
有効。
◉年会費
〈団体〉 プレミアム会員　1000万円以上
 特別会員　100万円（1口）
 維持会員　20万円
〈個人〉 プレミアム会員　100万円以上
 特別会員　20万円／維持会員　5万円

◉主な特典
●特別展の内覧会にご招待
●東京国立博物館ニュースの送付

◉申込方法
当館窓口のほか、当館ウェブサイト（クレジット
カード決済）、銀行振込で随時受け付けています。
◉お問合せ
東京国立博物館総務部　賛助会担当
電話　03-3822-1111（代）

展示環境整備およびリニューアル工事のため、下記の展示館を一時休館します。
平成館： ～2015年4月以降、特別展示室より順次開館［リニューアル工事のため］

＊ 平成館考古展示室の一部作品は、本館1室にて展示されています。
表慶館：当面の間［展示環境整備のため］  ＊特別展・催し物開催時は開館します。
法隆寺宝物館：5月20日（水）～2016年3月14日（月）［環境整備工事のため］

平成館・表慶館・法隆寺宝物館を休館します

正門プラザ、本館エントランス1・2階と東洋館1階ラウンジで無料の公衆無
線LAN「Wi-Fi」サービスの提供を開始しました。簡単なパスワードの入力
で、お手持ちの機器をインターネットに接続することができます。3月末には
平成館1階ラウンジにも接続ポイントを設置する予定です。詳細は、各ポイ
ントの案内または当館ウェブサイトでご確認ください。

無線LAN「Wi-Fi」が使えるようになりました

オリジナル切手シート第3弾は、「浮世絵名品十選」と題して葛飾北斎の「冨嶽三
十六景・凱風快晴」などのデザインの52円切手10枚セットを1,220円（税込）で
販売。ミニチュア屛風は平成の大修理を行った国宝「檜図屛風」（10,584円〈税
込〉）と重要文化財「夏秋草図屛風」（5,400円〈税込〉）の2種類を販売しています。

東京国立博物館オリジナル切手シート第3弾・ミニチュア屛風2種が発売！

上野東京ラインの開通を記念して、東京国立博物館、国立科学博物館、国
立西洋美術館の共通入場券を特別価格1,000円（税込）で販売中です。5月
31日（日）まで、各館の常設展・総合文化展が1回ずつ観覧できます。上野
の魅力を再発見できるスタンプラリー付きです。

上野国立3館共通入場券「上野ウェルカムパスポート」販売中！

5月18日の国際博物館の日を記念して、5月9日（土）～24日（日）の期間、上
野の博物館・美術館など13の施設と商店でさまざまなイベントを開催します。
東京国立博物館では5月19日（火）を総合文化展無料観覧日とするほか、上野
三館園連携事業「上野の山でゾウめぐり」（本誌12ページ参照）などを開催。
公式ホームページ　http://www.ueno-mw.com/（4月上旬公開予定）

上野ミュージアムウィーク －「国際博物館の日」記念事業2015－

イベント＆インフォメーション  
東京国立博物館　初夏のコンサート

日時：6月21日（日）    開演14：00  開場13：30    会場：平成館ラウンジ
出演：瀬川祥子（ヴァイオリン）、佐々木京子（ピアノ） 
曲目：クライスラー「ウィーン風小行進曲」、クライスラー「ウィーン奇想曲」、サン＝サー
ンス「序奏とロンド・カプリチオーソ イ短調 作品28」、モンティ「チャルダッシュ」ほか
料金：5,000円　友の会・賛助会割引　4,500円（全席自由）
＊当日はコンサートチケットで総合文化展をご観覧いただけます。

主催：東京国立博物館、サロン・ド・ソネット　
〈チケットのお求め方法〉
○当館正門観覧券売場でのチケット販売（開館日のみ）
　受付時間：開館日の9：30 ～閉館の30分前まで
○電話予約販売
　申込先：東京国立博物館　総務課イベント担当　TEL：03-3821-9270
　受付時間：月曜～金曜　9：30～17：00（土日・祝休日は除く）
　引換方法：公演当日、9：30～当館正門チケット売場にて現金引換えに
てお渡しします。

お問合せ：東京国立博物館 総務課イベント担当　TEL:03-3821-9270
＊月曜～金曜の9：30～ 17：00（土日・祝休日は除く）
＊イベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。

フィラデルフィア美術館で「狩野派」展開催中です
現在、当館の特別協力により、アメリカ・フィラデルフィア美術館で「狩野派」展（ Ink 
and Gold: Art of the Kano）を開催しています。この展覧会では、室町時代から
江戸時代末まで日本の画壇の中心に君
臨し続けた狩野派の作品より、当館、宮
内庁など日本の所蔵作品に在米所蔵品
を加えて、始祖・正信から桃山の巨匠･永
徳、さらに狩野派に学んだ近代の狩野
芳崖、橋本雅邦らまで、400年余に及ぶ
狩野派絵師たちの作品を網羅的に紹介
する意欲的な展覧会です。２回の展示替
えを行い５月10日まで開催しています。 フィラデルフィア美術館正面外観
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東京国立博物館利用案内
開館時間：
9：30～17：00（入館は閉館の30分前まで）

● ～12月までの特別展開催期間中の金曜日は
20：00まで
● 4月～9月までの土・日曜、祝・休日は18：00まで
● 10月2日（金）、3日（土）は22：00まで
● 10月31（土）～11月2日（月）は20：00まで
休館日：
月曜日（祝日・休日に当たる場合は開館、翌平日休館）
● 3月23日（月）、3月30日（月）、5月4日（月）、8
月10日（月）、11月2日（月）、2016年3月28日
（月）は開館
● 6月23日（火）は電気設備等保守点検のため、
臨時休館
● 2015年の年末は12月23日（水・祝）まで開館、
　 2016年は1月2日（土）から開館
＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更に
なることがあります。

総合文化展観覧料金
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以
上、高校生以下および18歳未満の方は無料
● 国際博物館の日の振替日（5月19日〈火〉）、敬老
の日（9月21日〈月・祝〉）は、総合文化展のみ無料

東京国立博物館ニュースの定期購読
年間（6冊分）を1,000円の送料・事務費でご自宅
にお届けします。パスポート・ベーシックと同時申
し込みで100円割引（会員期間と同一期間の購
読に限る）。
＊ 次号よりご送付希望の場合、締切は5月10日（日）です。

東京国立博物館友の会＆パスポート

友の会  発行日から1年間有効

 年会費 10,300円　
※ 継続入会（パスポート・ベーシックを含む）の場合は
9,800円

【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館の総
合文化展・平常展を何度でも観覧可能。特別展
観覧券（ 12枚）の配布、そのほか本誌の定期郵
送など様々な特典があります。

パスポート  発行日から1年間有効

 一般 4,100円
 29歳以下 3,000円
 学生 2,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館の総
合文化展・平常展を何度でも、特別展は1回ずつ
計6回まで観覧可能です。

ベーシック  発行日から1年間有効

 一般 1,500円
 29歳以下 1,100円
 学生 900円

【特典】 東京国立博物館の総合文化展を何度で
も観覧できます。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）友の会・パスポート担当
FAX03-3821-9680

▲

各種お申込みは当館窓口・ウェブサイトまたは
　郵便振替で

［ウェブサイト］
申込フォームよりお申し込みください。クレジット
カードによる電子決済をご利用いただけます。

［郵便振替でのお申込］
● 振替用紙に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号・職業・年齢・性別・メールアドレスを楷
書でご記入ください。
● 振替用紙の半券が領収書になります。有効期
間終了まで保管しておいてください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くま
で2週間程度かかります。

友の会
加入者名（振替先）東京国立博物館友の会
口座番号00160-6-406616
● 振替用紙には申込区分（新規・継続）を記入し、
［継続］の方は、有効期限内の会員証等のコ
ピーを郵送またはFAXでお送りください。

東京国立博物館ニュースの
定期購読＆パスポート・ベーシック
加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート＆ニュース
口座番号00140-1-668060
● パスポート・ベーシックの申し込みの場合、振替
用紙に申込区分（［パスポート・ベーシック］［一般・
29歳以下・学生］）を記入し、［29歳以下］・［学生］
の方は、年齢のわかる身分証明証のコピーを郵
送またはFAXでお送りください。

＊ 各種イベントのお申込に際してご提供いただいた個人情報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情報
に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽くします。

TNM & TOPPANミュージアムシアター
○『国宝 檜図屛風と狩野永徳』　～4月26日（日）
○『洛中洛外図屛風と岩佐又兵衛』　～4月26日（日）
○『よみがえる江戸城（仮）』　4月29日（水・祝）～7月5日（日）
料金： 一般・大学生・高校生：500円、小学生・中学生：300円、未就学児、

障がい者及び同伴者1名：無料（1作品/1回あたり）
＊総合文化展とセット購入で一般：1000円／大学生800円
＊所要時間は約40分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊詳細はウェブサイトをご覧ください。URL http://www.toppan-vr.jp/mt/

『MUSEUM』654号（2015年2月15日発行）の掲載論文
① 「国宝『檜図屛風』修理を巡る諸課題と保存修
理環境の構築」  神庭信幸（当館保存修復課長）
② 「狩野永徳と『檜図屛風』」
田沢裕賀（当館絵画・彫刻室長）
③ 「文化財修理と現状変更―国宝『檜図屛風』の
解体修理―」  朝賀浩（文化庁）
④ 「国宝『檜図屛風』の保存修理工程と技術につ
いて」  鈴木晴彦（国宝修理装潢師連盟）
⑤ 「『檜図屛風』内部構造のテラヘルツ波による非
破壊調査」  福永香（情報通信研究機構）
お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは
 中央公論事業出版（電話03-3535-1321）

表紙：◉平治物語絵巻 六波羅行幸巻（部分）　鎌倉時代・13世紀　松平直亮氏寄贈（詳細は本誌8ページ）、ほか

資料館より－所蔵資料の脱酸化処理について
紙に内在する酸性物質により資料が劣化することは、資料保存機関にとって大
きな問題です。劣化した資料を大量に脱酸化する場合には、事前に資料の状態
を正確に把握することが、処理を安全・有効に行うための条件といえます。昨年
度資料館の所蔵資料の中でも、特に博覧会関係資料や戦前目録類、洋書等約
2000点の調査を外部に依頼しました。調査の結果を受け、劣化の進み具合と処
理の適合性について検討した後、一部の資料について脱酸化処理を行いまし
た。今後も継続して実施することにより、図書資料の長期保存に努めていきます。

「クレオパトラとエジプトの王妃展」
チケットプレゼント

本誌6ページでご紹介した『クレオパトラとエジプトの王
妃展』（ 7月11日〈土〉～ 9月23日〈水・祝〉）のご招待券
を抽選で10組20名様にプレゼントします。締切は5月
25日（月）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年
齢ならびにこの号で一番おもしろかったページをご記入のうえ、下記ま
でお送りください。発表は発送をもって替えさせていただきます。
〒110-8712東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館　広報室「ニュース4・5月号」プレゼント係

初夏東博寄席

日時：6月20日（土）　開演13：30　開場13：00　会場：平成館大講堂
出演： 金原亭馬生、金原亭馬治、金原亭馬玉、

金原亭駒松、太田その、浅茅与志江
料金：2,000円（全席自由）
＊当日は公演のチケットで総合文化展をご観覧いただけます。

〈チケットのお求め方法〉
○当館正門観覧券売場でのチケット販売（開館日のみ）
　受付時間：開館日の9：30 ～閉館の30分前まで
○電話予約販売
　申込先：東京国立博物館　総務課イベント担当　TEL：03-3821-9270
　受付時間：月曜日～金曜日の9：30 ～ 17：00（土日・祝日は除く）
　 引換方法： 公演当日、9：30 ～当館正門チケット売場にて現金引換えにて

お渡しします。
○e-plus（イープラス）による販売
お問合わせ： 東京国立博物館 総務課イベント担当　TEL：03-3821-9270
＊月曜日～金曜日の9：30～ 17：00（土日・祝休日は除く）

定価：1,543円（税込）
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1
金

夜間開館（20:00まで）
【鳥獣】リレートーク①14:00平成館大講堂　 15：00

2
土

時間延長（18:00まで）　【鳥獣】 「鳥獣戯画と高山寺
ゆかりの至宝」13:30平成館大講堂＊2　 13：30　 14：00

3
日・祝

時間延長（18:00まで）　 14：30

4
月・祝

時間延長（18:00まで）　

5
火・祝

時間延長（18:00まで）　 11：00

6
水・休

時間延長（18:00まで）

7
木

休館日

8
金

夜間開館（20:00まで）
【鳥獣】リレートーク②14:00平成館大講堂

9
土

時間延長（18:00まで）　 14：30　 「屏風体験！」10：00、
14：00応挙館

10
日

時間延長（18:00まで）　 13：00　 14：00

11
月

休館日

12
火

「長野・光明寺の阿弥陀如来坐像について」14:00本館11室

13
水

13：30

14
木

11：00　 14：00　 14：00

15
金

夜間開館（20:00まで）
【鳥獣】リレートーク③14:00平成館大講堂　 15：00

16
土

時間延長（18:00まで）　【鳥獣】 「鳥獣人物戯画の修理」13:30
平成館大講堂＊2　 11：00（手話通訳付）　 13：30　 14：00　 15：00

17
日

時間延長（18:00まで）　国際博物館の日記念ツアー「上野の山でゾウめぐり」9:00
三館園巡回＊4  11：00  11：00  12：30、14：00  14：00  14：30

18
月

休館日

19
火

総合文化展無料観覧日
「国宝 和歌体十種の魅力」14:00本館2室（国宝室）

20
水

21
木

15：00

22
金

夜間開館（20:00まで）
【鳥獣】リレートーク④14:00平成館大講堂

23
土

時間延長（18:00まで）　 「書の楽しみ―特集「新収品」の関戸本古今和
歌集を中心に」　13:30平成館大講堂　 11：00　 13：30　 14：30

24
日

時間延長（18:00まで）
11：00　 14：00　 14：00

25
月

休館日

26
火

27
水

28
木

14：00

29
金

夜間開館（20:00まで）

30
土

時間延長（18:00まで）

31
日

時間延長（18:00まで）

1
水

「桜からつくられた仏像」14:00本館11室
♪東博でバッハvol.24 19:00 法隆寺宝物館エントランスホール＊3

2
木

11：00　 ♪桜の街の音楽会 13:00 
法隆寺宝物館エントランスホール

3
金

夜間開館（20:00まで）　 鑑賞ガイド11:00本館地下教育普及スペース
15：00　 ♪東博でバッハvol.25 19:00 平成館ラウンジ＊3

4
土

時間延長（18:00まで）　 桜ぬりえ11：00～16：00　本館2階ラウンジ
セミナー「富士とサクラの絵画」13：30  平成館大講堂　 13：30　 14：00

5
日

時間延長（18:00まで）  桜ぬりえ11：00～16：00  本館2階ラウンジ
14：30　 ♪桜の街の音楽会 11:00 正門内池前

6
月

休館日

7
火

「正倉院所在の法隆寺献納宝物の綾幡足を中心に」14:00東
洋館シアター　 11：00　

8
水

「今日はお釈迦様の誕生日　摩耶夫人像のお話」14:00 法隆寺宝物館第2室　
13：30　 ♪東博でバッハvol.26 19:00 法隆寺宝物館エントランスホール＊3

9
木

14：00　 14：00

10
金

夜間開館（20:00まで）　 鑑賞ガイド11:00本館地下教育
普及スペース　 14：00

11
土

時間延長（18:00まで）　【印度】「インドの仏とヨガ」8:15表慶館＊1　【印度】講「インドの仏―古代
初期から密教まで」13:30平成館大講堂＊1　 11：00　 14：30　 15：10

12
日

時間延長（18:00まで）　【印度】「インドの仏とヨガ」8:15
表慶館＊1　 13：00　 14：00

13
月

休館日

14
火

「梁山夫婦塚の出土遺物」14:00東洋館10室

15
水

16
木

15：00

17
金

夜間開館（20:00まで）

18
土

時間延長（18:00まで）　 11：00　 13：30　 14：00
15：00

19
日

時間延長（18:00まで）　 11：00　 11：00
12：30、14：00　 14：00　 14：30

20
月

休館日

21
火

「象がやってきた！」14:00本館地下教育スペース

22
水

23
木

14：00

24
金

夜間開館（20:00まで）
「中国・南北朝時代の書」18:30東洋館8室

25
土

時間延長（18:00まで）　 11：00　 13：30　 14：30　
15：10

26
日

時間延長（18:00まで）　 11：00　 14：00　 14：00

27
月

休館日

28
火

「インド更紗鑑賞入門」14:00
東洋館シアター

29
水・祝

時間延長（18:00まで）　

30
木

 ＝月例講演会等、詳細は本誌12ページ（特別展関連事業については、当該ページ）
 ＝ギャラリートーク、詳細は本誌12ページ 
 ＝ワークショップ、詳細は本誌12ページ
 ＝託児サービス実施日（12：30～15：30）　事前予約制　有料 
 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる樹木ツアー、集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所 :本館1階エントランス集合（本館1室をご案内します） 

 ＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所 :法隆寺宝物館１階エントランス 
 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会、集合場所 :本館1階エントランス（参加費500円、先着

15名、開始30分前に集合場所で整理券配布） 
 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合場所 :本館1階エントランス（先着20名、開始30
分前に集合場所で整理券配布） 

 ＝ボランティアによる英語ガイド (日本美術の流れ )、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド、集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所 :東洋館1階エントランス 

※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります。

【印度】＝特別展「インドの仏 仏教美術の源流」関連事業、詳細は本誌4ページ  【鳥獣】＝特別展「鳥獣戯画
―京都 高山寺の至宝―」関連事業、詳細は本誌2～3ページ  ＝「博物館でお花見を」関連事業、詳細は
本誌5ページ  ＊1：事前申込制。申込は締め切りました  ＊2：事前申込制（3/23〆切）。詳細は当館ウェブサイ
ト  ＊3：有料イベント。詳細は当館ウェブサイト  ＊4：事前申込制（4/26〆切）詳細は本誌12ページ

特別展「インドの仏」

「博物館でお花見を」
春の庭園開放

黒田記念館特別室公開
特別展「みちのくの仏像」 

特別展「鳥獣戯画―京都 高山寺の至宝―」

（6/7まで）
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